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令和７年度 駒沢中学校の１年 

                                副校長 吉森 祐司 

【４月】新入生１０５名を迎え、全校生徒３００名で、令和７年度をスタートしました。教員も、６

名（内部昇任含む）が新たに加わりました。全クラスで年度初めに「ユネスコスクール」についての

授業「ユネスコスクールってどんな学校？」を実施し、本校の特色であるユネスコスクールについて

学習しました。 

【５月】１４日（水）～１６日（金）の２泊３日で、３年生は奈良、京都方面に修学旅行に行きまし

た。実行委員が打ち立てたスローガンは「駒中の中の蛙 ～京都・奈良を知る～」駒沢中学校から外

の世界へ飛び出す気持ちで、奈良・京都に乗り込みました。 

【６月】５月３１日に予定されていた運動会が、２度の雨天により延期し、５日（木）にようやく実 

施することができました。５日はこれまでの雨天が、嘘のように気持ちよく晴れ渡り、熱い戦いが繰 

り広げられました。 

【７月】６月３０日（月）～７月２日（水）にかけて、１年生は河口湖移動教室を、２年生は職場体 

験学習を実施しました。１年生は、緑の休暇村でのオリエンテーリング、富士山５合目御中道散策と 

歩きに歩き、夜は優雅なイタリア語のラジオ体操でからだをほぐしました。職場体験学習では、保育 

園、ペットショップ、スーパーマーケット、整形外科など多様な職種を体験し、働き甲斐とはなにか 

を考えました。 

【８月】長く暑い夏休み。今年は、体育館の LED 化工事があり、部活動によっては三軒茶屋小学校の 

体育館を借りて実施しました。 

【９月】１３日（土）道徳授業地区公開講座、今年は、防災をテーマに総合防災訓練とコラボレーシ 

ョンして道徳授業を実施しました。１８日（木）生徒会役員選挙において、新しい生徒会長、役員が 

誕生しました。また、生徒会による「達人 Week」という学校生活向上のための取組も行いました。 

【１０月】朝、駒沢小学校、三軒茶屋小学校の校門前で有志によるあいさつ運動を行いました。希望 

者が多くて大変活発なあいさつ運動となりました。１８日（土）若竹祭（合唱コンクール）「天高く 

響かせよう心で繋ぐ歌声を」をスローガンに、クラス一丸となって取り組み、校舎のいたるところに 

歌声が響きました。 

【１１月】デフリンピック観戦のため、駒沢オリンピック公園で、デフバレーボールの試合を観戦し 

ました。２２日と２９日には、今年から始まった居心地向上プロジェクト、生徒コアチームが階段プ 

ロジェクトとして、南階段を黄色いペンキで塗られたり、装飾されたりと、駒沢中学校の迷宮化を止 

める活動を行いました。 

【１２月】体育委員会が企画したドッジボール大会が盛大に行われ、昼休みの体育館は連日大盛り上 

がりでした。また、デフバスケットボールの丸山香織選手を迎えて、一緒に汗を流し、お話を伺いま 

した。２・３年生は２４日（水）にダンス発表会も実施しました。 

【１月】１３日（火）子供 夢・アート・アカデミーの講師として日本画家の伊藤髟耳（いとうほう 

じ）先生にご来校いただき、岩絵の具を使った日本画に挑戦しました。２３日（金）には２年生が、 

鎌倉方面で校外学習を実施しました。天気に恵まれ、海が輝いていました。 

【２月】３日（火）～９日（月）まで、若竹祭（展示）を実施しました。また、受験シーズン本番、 

３年生が、自分の目標に向かって、入試に臨みました。 

【３月】２日（月）職業人講話で、世田谷の青年会議所の協力を得て、６つの事業所から講師にお越 

しいただき、仕事についてのお話や、中学生の時にやっておいたほうが良いことなど熱くお話いただ 

きました。 

 そして、１９日（木）第７９回卒業式を迎えます。 

 ここには書ききれない、たくさんの出来事、多くの思い出が今年も駒沢中学校にはあふれていまし 

た。来年も生徒たちの活躍は続きます。来年度も変わらずご支援よろしくお願いします。 

校訓  

○向学・誠実・調和 

教育目標  

○自ら学び考え行動する 

 人間性豊かな生徒の育成 

http://school.setagaya.ed.jp/tkowa


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２日（木）進路について語る会（２）（３） 

学習アドバイス活動（１）（３） 

１９日（木）卒業式 

２４日（火）大掃除 

２５日（水）修了式 

２６日（木）春季休業始 

※（ ）の数字は学年を表します。 

２日（月）職業講話（１）  

４日（水）ESAT-J（１）（２） 

５日（木）薬物乱用防止教室（３） 

６日（金）保護者会 

９日（月）理科出張授業 

１１日（水）学校運営委員会 

       

 

三
月
の
主
な
予
定 

さ
ら
に
は
、「
学
校
公
開
等
を
利

用
し
、
保
護
者
が
普
段
の
授
業

の
様
子
を
知
る
機
会
が
も
て
る

広
報
」
の
３
点
を
来
年
度
の
改

善
方
策
と
設
定
し
、
教
育
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
引
き
続
き
教
育
活

動
に
対
し
、
ご
理
解
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

「
授
業
で
は
、
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
、

発
表
し
合
っ
た
り
す
る
機
会
が
あ
る
。
」 

 

２
月
２７
日
に
開
催
さ
れ
た
「
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
」（
以
下
、

「
委
員
会
」
と
す
る
。）
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
の
学
校
関
係
者
評

価
の
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
報
告
書
に
は
、
本
年
度
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
表
題
の
協
議
に
つ
い
て
の
結
果
の
他
、
学
習

指
導
、
生
活
指
導
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
教
職
員
に
つ
い
て
の
成
果
と

課
題
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

し
て
い
る
。」
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
よ
り
、
３
・
８
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

今
年
度
も
「
話
し
合
い
活
動
」
を

実
施
し
、
定
着
し
て
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

一
方
で
、「
私
は
、
授
業
が
楽

し
い
と
感
じ
て
い
る
」
の
肯
定

的
評
価
５７
・
６
％
」
と
の
結
果

で
し
た
。
委
員
会
で
は
「
生
徒
の

主
観
的
要
素
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
必
ず
し
も
低
い
数

値
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
判

断
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
生
徒

が
一
層
の
興
味
を
も
て
る
授
業

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。 

【
生
活
指
導
に
つ
い
て
】 

「
先
生
は
、『
い
じ
め
を
絶
対
に

許
さ
な
い
』
と
い
う
指
導
を
し

て
い
る
」
の
肯
定
的
評
価
８０
・

０
％
、
独
自
項
目
（
９ 

駒
中

p
rin

cip
le

に
、
つ
い
て
）
の
「
友

だ
ち
や
先
生
の
考
え
や
立
場
を 

「令和７年度 駒沢中学校学校関係者評価委員会 報告書」より 

令
和
７
年
度
学
校
関
係
者
評
価
か
ら 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、
学
校
と
し
て
、「
生
徒
自
ら

が
学
校
で
の
過
ご
し
方
や
ル
ー

ル
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
の
創

出
」
や
、「
家
庭
学
習
・
課
題
に

対
し
て
、
生
徒
自
身
が
自
主
的
・

積
極
的
に
取
り
組
め
る
指
導
」、

 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
生
徒
、
保
護

者
、
地
域
を
対
象
に
、
令
和
７
年

１１
月
７
日
か
ら
１１
月
２５
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

質
問
項
目
は
、「
学
習
指
導
」、

「
生
活
指
導
」
、
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」、「
学
校
行
事
」
等
に
、
分
か

れ
て
お
り
、
委
員
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
か
ら
本
校
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
、
分
析
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
報
告
書
か

ら
、
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
学
習
指
導
】
に
つ
い
て 

 

「『
授
業
で
は
考
え
た
こ
と
を

話
し
合
っ
た
り
、
発
表
し
合
っ

た
り
す
る
機
会
が
あ
る
。』
の
肯

定
的
評
価
は
９３
．
６
％
【
中
略
】

と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
て
、

多
少
の
増
減
は
あ
る
が
、
引
き

続
き
高
い
肯
定
的
評
価
を
維
持

93.6% 
 

尊
重
し
認
め
合
う
こ
と
が
で
き

て
い
る
』
の
肯
定
的
評
価
８７
・

２
で
あ
っ
た
。
」
と
、
駒
中

P
rin

cip
le

を
活
用
し
た
生
徒
指

導
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
人
権
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
る
機
会
に
つ
い
て
の
項
目

が
７
割
弱
の
肯
定
的
評
価
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
と

な
り
ま
し
た
。 

【
キ
ャ
リ
ア
・
教
育
に
つ
い
て
】 

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
「
本
校

は
、
子
ど
も
の
進
路
や
将
来
の

仕
事
に
つ
い
て
、
考
え
る
授
業

が
あ
る
」
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的

評
価
が
１
年
生
５３
・
１
％
と
昨

年
度
よ
り
低
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
２
、
３
年
生
は

昨
年
度
よ
り
高
く
な
り
、
本
校

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
効
果
を
示

し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
積
極
的
な
実
施
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え 

※生徒アンケート結果より 


